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平成２４年度決算の概要（普通会計）

平成２４年度筑紫野市普通会計（一般会計に住宅新築資金等貸付事業・奨学資金貸

与事業・士地取得事業特別会計を加えたもの）の歳入総額は、32,042,138千円（前年

度比1.5％減)、歳出総額は、30,550,441千円（前年度比3.4％減）で、歳入歳出差引

後の形式収支は、1,491,697千円の黒字で、翌年度へ繰り越すべき財源641,513千円

を差し引くと実質収支は、850,184千円の黒字となりました。（表－１）

実質収支は、前年度までの剰余金が含まれているため、前年度の実質収支428,463

千円を差し引くと単年度収支は､421,721千円の黒字となっていますが､この中には、

財政調整基金への積立金113,434千円の黒字要素が含まれていませんので、単年度収

支に黒字要素を加えた実質単年度収支は、535,155千円の黒字となりますｂ

平成２４年度決算は､歳入では地方税が113,261千円減､地方特例交付金が69,235

千円減となったものの、地方交付税232,313千円増、自動車取得税交付金23,710千

円増となったことなどにより、経常一般財源等の歳入は104,280千円の増額となりま

した。

一方、歳出では、公債費は814,249千円減、物件費は62,383千円減、補助費等は

82,073千円減､積立金は99,899千円の減となりましたが､扶助費は190,015千円増、

維持補修費は2,055千円増、普通建設事業費は479,928千円の増となりました。

主な財政指標の状況

１．財政力指数（普通会計）

地方税など自治体の標準的な収入で合理的に行政を行った場合にどこまで必要経

費が賄えるかを測定する指標で､今年度は0.735でした｡この指数は「１」に近く「１」

を超えるほど財源に余裕があるとされています６

２．経常収支比率（普通会計）

財政構造の弾力性を測定する指標で、人件費、扶助費、公債費等の経常的な経費に

充てる一般財源と、地方税、普通交付税、地方譲与税等の経常一般財源との比率をい

い、７０％～80％であれば健全財政とされていますｂ今年度は88.4％となり、前年度の

90.0％に比べて1.6ポイント改善しましたが、今後さらに経常経費の抑制を行なう必

要があります６
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